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�8�F�C���«� �¿�«�µ�»�”�Ä�¨� �Å�t�m�M�o
Xojo へようこそ。Xojo はクロスプラットフォームでデスクトップやウェブアプリケーション
を開発できる最も簡単な開発ツールです。その中身は色々な GUI のパーツのセットや先進のオ
ブジェクト指向言語、統合デバッガ、クロスプラットフォームのコンパイラなどで構成されてい
ます。これらをすべて合わせて、Xojo の統合開発環境（ IDE ）と呼びます。

IDE 上でウェブアプリのウェブページやダイアログに、GUI パーツをドラッグドロップして並
べるだけで、ウェブアプリのインタフェースを簡単に作成することができます。このクイックス
タートガイドでは、ウェブアプリケーションがどれだけ簡単に開発できるのかを体験していた
だきます。Xojo には思い描いたアプリケーションの作成に必要となる全てのツールが揃ってい
ます。

このクイックスタートガイドはプログラミング初心者または Xojo に初めて触れる方向けのド
キュメントです。ここではまず Xojo 開発環境についてやさしく解説し、次に実際に動作する
ウェブアプリケーション（簡単なマップビューワー）の開発の実際をご覧いただきます。クイ
ックスタートガイドを読み終える時間の目安は、およそ15分から20分です。
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この書籍の著作権はすべて Xojo, Inc. が保有しています。この文書のすべて
または一部や関連するファイルを、どのような電子的または物理的な形式で
あっても、物理的、電子的、写真撮影、動画撮影やその他の電磁的複製方法
を含むどのような方法であっても、著作権者の文書による許諾を前もって受
けることなく、その内容を複製、送信、アップロードすることは、国際法国
内法の関連法規により禁じられています。

	Žª

Xojo は Xojo, Inc. の商標です。

この書籍内で使用されている商品名やサービス名は各社の商標、登録商標、
サービスマークで、この書籍内で触れる目的でのみ使用されています。な
お、商標、登録商標、サービスマークである可能性がある語句は適宜その旨
の表示を行っておりますが、Xojo, Inc. はその情報の正確性を保証するもの
ではありません。そのような語句をこの書籍内で使用していたとしても、商
標、登録商標、サービスマークは正しくない可能性があることを含みおきく
ださい。 Xojo, Inc. はこの書籍内で触れている商品やサービスとは関係が
ありません。

�‹��

この書籍は XOJO Web QuickStart オリジナル版（英語）の翻訳でありま
すが、誤訳がないことを担保しません。この書籍とオリジナル版と内容に食
い違いがある場合、オリジナル版の内容を正とします。
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はじめての Xojo
まだ Xojo を使ったことがなければ、早速使ってみることにしましょう。

1. Xojo アプリケーションのアイコンをダブルクリックして、Xojo を起動
します。読み込みが終わった後に、プロジェクト選択ウインドウが表示
されます。

2. Xojo ではさまざまな種類のアプリケーション（デスクトップ、ウェブ
アプリ、コンソール、iOS）を作成できます。このクイックスタートで

はウェブアプリケーションを作成しますので、「ウェブアプリケーショ
ン」をクリックします。

3. アプリケーション名、会社名、アプリケーション識別子の ３つの入力
欄が表示されます。 

 

�"�Q�Q�M�J�D�B�U�J�P�O���/�B�N�F（アプリケーション名）には作成するアプリケー
ションの名前を入力します。この名前は実際に作成されるアプリケーシ
ョンのファイル名です。 

 

�$�P�N�Q�B�O�Z���/�B�N�F（会社名）には所属している会社名を入力します。
この欄は空白でも構いません。 

 

�"�Q�Q�M�J�D�B�U�J�P�O���*�E�F�O�U�J�p�F�S（アプリケーション識別子）はこのアプリケ
ーションを識別するための固有の符号です。この欄に入力する文字列は
アプリケーション名と会社名に入力された文字列から自動的に生成され
ますが、あとで好きな文字列に自由に変更することもできます。 

 

ここではアプリケーション名として「MapViewer」と入力しましょ
う。会社名は空欄でも実際の会社名を入力しても構いません。

Section 3
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Figure 1.1 プロジェクト選択ウインドウ



4. ［OK］ボタンをクリックすると Xojo のメインウインドウ（ワークスペ
ースと呼びます）が開きます。この画面で実際にウェブアプリケーショ
ンのデザインを行います。 
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概要
Xojo はアプリケーションの初期表示ウインドウとなるウインドウを配置し
たワークスペースを開きます。�Æ�Ï�®�”�»�” で選択された内容が�è� �ž�¢�Ä

�¤�Ã�Ÿ�» に表示されます。

�Æ�Ï�®�”�»�”�• メインウインドウの左上のエリアには、プロジェクト内の
すべての項目が表示されます。初期設定では（最初から選択され、その内
容が表示されています）「WebPage1」、App オブジェクト、Session 

オブジェクトが表示されます。プロジェクト内をナビゲートするためにナビ
ゲーターを使用します。

�è� �ž�¢�Ä�¤�Ã�Ÿ�»�• 中央のエリアがレイアウトエディタです。レイアウ
トエディタを使用して、アプリケーションで表示するウインドウのユーザ
ーインタフェースをデザインします。表示されるウインドウは、アプリケ
ーションが実行されるときにどのように表示されるか、そのプレビューの
役割も果たします。この図ではウインドウの中は空白になっています。ま
だ GUI コントロールが�å� �Ò�å�æ から追加されていないためです。

�å� �Ò�å�æ�• 右側のエリアにはライブラリが表示されます。ここにはウイ
ンドウやプロジェクトに追加するコントロールやインタフェースが表示さ
れます。ライブラリからウインドウにコントロールをドラッグドロップす
ることでウインドウをデザインします。ダブルクリックをすることでも同
様にコントロールをウインドウに追加できます。 

小さい歯車のアイコン  をクリックして別の設定を選択すること
で、ライブラリ内のコントロールの表示方法を変更できます。  

 

�Ý�Þ�• ライブラリが表示されない場合には、ツールバーの［ライブラリ］
ボタンをクリックすると、ライブラリが表示されます。

Section 4
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Figure 1.2 Xojo ワークスペース



� �ï�µ�Ö�«�»�• この画面の例で表示されていないものに、インスペクタがあ
ります。インスペクタ上で、選択したコントロールのプロパティを見たり、
変更したりすることができます。インスペクタはメインウインドウのライブ
ラリが表示される場所と同じ場所に入れ替わりで表示されます。ツールバー
の［インスペクタ］ボタンをクリックするとインスペクタを表示することが
できます。インスペクタは、ナビゲーターやレイアウトエディタ上で選択さ
れている項目についての情報を表示します。各項目をクリックすると、その
項目に応じた内容がインスペクタに表示されます。インスペクタ内の左側の
ラベルに書かれている内容の値を変更するには、そのすぐ右側のフィールド
に新しい値を入力します。
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簡単な地図表示アプリケーション
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Xojo の使い方を学ぶ早道は、まず簡単なアプリケーションを作ってみるこ
とです。このクイックスタートでは、地図上の位置を表示するウェブアプ
リケーションを作って見ることにします。 

Xojo アプリケーションは、オブジェクトの集まりから成り立っており、そ
のオブジェクトの集まりのことをクラスと呼びます。ウェブページやそのペ
ージ内のコントロールも含め、Xojo で使用されているほとんどすべてのも
のはこのクラスと言えます。 MapViewer プロジェクトでは、作成するウ
ェブページは標準の WebPage クラスを使用します。さらにそのウェブペ
ージにユーザーインタフェースのクラスであるコントロールを追加してウイ
ンドウをデザインしていきます。

このアプリケーションでは、以下の３つのコントロールを使用します。 

TextField：�5�F�Y�U�'�J�F�M�E コントロールは文字や数字などを入力する場合に使
用します。このプロジェクトでは、ウインドウの一番上に配置した 
WebTextField に地図上で表示したい場所を入力します。

Button： �#�V�U�U�P�O は何かアクションを起こすときに使用します。このウェ
ブアプリでは、WebTextField で指定した場所を WebMapViewer に読み
込む時にこのボタンをクリックします。 

MapViewer：�.�B�Q�7�J�F�X�F�S は地図上に場所を表示するために使用します
（内部では Google Maps を使用しています）。このプロジェクトでは、
TextField に入力された場所の地図が表示されます。

次のセクションでは、ユーザーインタフェースの作成方法とアプリケーシ
ョンの動作に必要なコードの追加方法を説明します。 

Section 1
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Figure 2.1 簡単なマップビューワーの完成図
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Figure 2.2 ライブラリ内で 
TextField を選択

Figure 2.3 ライブラリ内で 
MapViewer を選択
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Figure 2.4 完成したウェブページレイアウト



�Ó�é�Í�Â�Ÿ�q�x�•

�Ó�é�Í�Â�Ÿ とはクラスの中で使用される値を指します。プロパティの値を
変えることで、そのクラスの挙動を変えることができます。

このプロジェクトでは、ウインドウやそ
の中のコントロールのさまざまなプロパ
ティを変更します。ここでは以下コント
ロールのプロパティを変更する必要があ
ります。

• コントロールの働きを表したり、プロ
グラム内でどのコントロールを指して
いるかをすぐにわかるようにするた
め、 ウインドウとすべてのコントロ
ールの名前を変更する。

• Button に Caption を追加する。

• ウインドウの大きさが変更された時
に、コントロールもそれに合わせて正
しい大きさに変更されるように、 
Locking プロパティを変更する。

� �ï�µ�Ö�«�»

� �ï�µ�Ö�«�» �x�¢� �ï�Å�¢�q�̄ �ï�Ä�é�”�ç�w�Ó�é�Í�Â�Ÿ�›�!�Ë�b�”�Ì�t�–�;�̀
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~�“�8�Q�ō �Ô�̂

�•�‡�b�{���À�”�ç�Ì�”�w�¦� �ï�µ�Ö�«�»�§�Ø�»�ï�›�«�æ�¿�«�b�”�q�z� �ï�µ�Ö�«

�»�Ū �Ô�̂ �•�‡�b�{

�å� �Ò�å�æ�q� �ï�µ�Ö�«�»�x�z�³�ã�”�Ä�§�¿�Ä�©�”�p
~�“�8�Q�U�D�ó�p�b�{

�.�B�D���0�4���9���p�x��=p���*���z�8�J�O�E�P�X�T���q���-�J�O�V�Y���p�x���$�P�O�U�S�P�M���*���p�b�{
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Figure 2.5 インスペクタに表示さ
れている WebPage のプロパティ



まだインスペクタが表示されていない場合には、ツールバーの［インスペク
タ］ボタンクリックしてインスペクタを表示してください。

ここでは �/�B�N�F と �5�J�U�M�F プロパティを変更してみます。

1. まずレイアウトエディタ上で、
WebPage1 のタイトルバー上を
クリックして、WebPage そのも
のを選択します。すると、インス
ペクタには WebPage のプロパ
ティが表示されます。

2. Name フィールド（ ID グループ
内にあります）をクリックして、
ウインドウの名前を「Web-
Page1」から 「MapLocation-
Page」に変更します。Return キ
ーを押して、名前が変更されたこ
とをナビゲータ上で確認してくだ
さい。

3. Title フィールド（フレームグルー
プ内にあります）をクリックし
て、名前を「名称未設定」から

「MapViewer」に変更します。Return キーを押して、ウインドウのタ
イトルバーの名前が変わることを確認してください。 

Section 4
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Figure 2.6 WebPage インスペクタ



TextField はユーザーが地図に表示させたい場所を入力する欄です。変更す
るプロパティは、Name と Locking です。

1. WebPage 上にある �5�F�Y�U�'�J�F�M�E�� コントロールをクリックします。イン
スペクタの内容が変わって、WebTextField のプロパティが表示されま
す。 

2. Name フィールド欄のコントロールの名前を「TextField1」から
「LocationField」に変更します。Return キーを押して、ナビゲータ上
で名前が変更されていることを確認してください。

3. 次に、ウェブブラウザの幅に連動してこの TextField の幅が長くなった
り短くなったりして表示されるように、Locking プロパティを変更しま
す。 

 

Locking グループ内に表示
されているウインドウの図
を見てください。ウインド
ウの絵の中に４つの小さな
鍵型のアイコンがあり、左
と上にはロックされている
状態の鍵のアイコンが、右
と下にはロックされていな

い状態の鍵のアイコンが表示されています。それぞれの鍵のアイコンを
クリックして、上、左、右がロックされた状態、下がロックされていな
い状態になるように、ロックの固定／解除を設定してください。
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Figure 2.7 LocationField のロック



このアプリケーションでは、ボタンをクリックしてその場所の地図を表示
します。変更するボタンのプロパティは、Name、Locking、Caption で
す。

1. ウインドウ上にあるコントロール �#�V�U�U�P�O�� を選択します。インスペク
タにはこの WebButton のプロパティが表示されます。

2. Name フィールド欄のコントロールの名前を、「Button1」から
「ShowLocationButton」に変更します。 Return キーを押して、プロ
ジェクトリスト上で名前が変更されていることを確認してください。

3. 次に、ウインドウの大きさに応じてボタンがウインドウの右側に固定さ
れるように Locking プロパティを変更します。 

 

Locking グループ内に表示されてい
るウインドウの図を見てください。
ウインドウの絵の中にある４つの小
さな鍵型のアイコンは、左と上はロ
ックされている状態、右と下はロッ
クされていない状態で表示されてい
ます。それぞれの鍵のアイコンをク
リックして、上、右がロックされた

状態、左、下がロックされていない状態になるように、ロックの固定／
解除を設定してください。

4. 最後に、ボタンの Caption を設定します。  
Caption フィールド（ Behavior グループにあります）の名前を  
「Untitled」から「地図を表示」に変更します。
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Figure 2.8 Button のロック



最後にプロパティを変更するインタフェースは MapViewer です。変更す
るプロパティは Name と Locking です。

1. WebPage 上にあるコントロール �.�B�Q�7�J�F�X�F�S�� を選択します。イン
スペクタにはこの WebMapViewer のプロパティが表示されます。

2. Name フィールド欄のコントロールの名前を「MapViewer1」から
「LocationMap」に変更します。 Return キーを押して、ナビゲータ上
で名前が変更されていることを確認してください。

3. 最後に、ブラウザの大きさに応じて地図がブラウザ全体に表示されるよ
うに Locking プロパティを変更します。 

 

Locking グループ内に表示されてい
るウインドウの図を見てください。
ウインドウの絵の中にある４つの小
さな鍵型のアイコンは、左と上はロ
ックされている状態、右と下はロッ
クされていない状態で表示されてい
ます。それぞれの鍵のアイコンをク
リックして、上、右、左、下がすべ
てロックされた状態になるように、
ロックの固定／解除を設定してください。
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Figure 2.9 HTMLViewer の
ロック
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Figure 2.10 イベントハンドラの追加ウインドウ
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Figure 2.11 地図表示ウェブアプリケーションの完成
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アプリケーションの開発作業中には時々、またプロジェクトを実行する前には必ず、プロジェ
クトを保存するようにします。

1. ファイルの保存には、「ファイル」→「保存」を選択します。

2. プロジェクトに「MapViewer」という名前をつけて「保存」をクリックします。

�Ó�é�´�£�«�Ä�w�î�æ

いよいよ、できあがったアプリケーションを実行してみます。

1. ツールバーの［実行］ボタンをクリックして、プロジェクトを実行させます。 
標準のブラウザが開いて、ウェブアプリケーションが実行されます。

2. 例えば自分の住んでいる町の名前などのように、表示させたい場所を入力し、［地図を表
示］ボタンをクリックします。 

3. その場所の地図が表示され、おおよその場所にピンがドロップされます。

4. 簡単な地図表示アプリケーションの実行テストが終わったら、地図が表示されていたブラウ
ザ画面を閉じて（起動のされ方によってタブかウインドウかを閉じます）、もとの Xojo の
画面に戻ります。 

Section 9
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このクイックスタートガイドでは、Xojo での開発に
ついて簡単に紹介しました。ウェブアプリケーショ
ンを作る場合に、どのように画面を作成するか、プ
ログラムを書くか、またその実行方法もお分かりに
なったかと思います。

次のステップとして、チュートリアルガイド、さらに
ユーザーガイドと言語リファレンスへと進み、Xojo 
で素晴らしいアプリケーションを作り上げてくださ
い！
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